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① 

住
民
が
主
役
の

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
（
協
働
）

〇
住
民
参
画
社
会
の
推
進

　
行
政
懇
談
会
、
若
者
・
女
性
・
高
校
生

等
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
直
接
対
話
に

よ
る
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
提
供
に
よ

り
、
地
域
課
題
の
共
有
を
図
り
、
住
民
と

行
政
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〇
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

　
人
権
問
題
を「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
、

行
動
と
実
践
に
つ
な
げ
る
場
と
し
て
、
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
、
部
落
解

放
研
究
集
会
、
人
権
問
題
講
座
、
人
権
問

題
学
習
会
な
ど
、
学
び
の
機
会
を
積
極
的

に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
、
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
の
相
談
業
務
を
通
じ
た
支
援
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
監

視
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強
化
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
防
止
な

ど
、
誰
も
が
大
切
に
さ
れ
、
ひ
と
り
一
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
創
造
に
、

町
民
と
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

〇
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
各
種
講
座
の
開
催
、
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
に
よ
る
男
女
共
同
参

画
意
識
を
育
む
学
習
、
啓
発
活
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
政
策
・
方
針
決
定
の
過
程

へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
と
各
種
審
議
会
委

員
、
自
治
会
役
員
、
企
業
等
の
管
理
職
へ

の
女
性
登
用
な
ど
、
女
性
が
能
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、「
第
４
次
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

　
住
民
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

自
主
防
災
活
動
、
環
境
保
全
活
動
、
歴
史・

文
化
の
継
承
な
ど
、
集
落
単
位
の
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
モ

デ
ル
的
に
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
活
動
と
地
区
公
民
館
の
活
動
を
集
約
し

た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
組
織
に
取

り
組
み
、
世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

令和７年度令和７年度  施政方針施政方針（抜粋）（抜粋）

　人口減少社会が加速する中にあって、今、私たちに求められているのは、八頭町の人口減
少のスピードを緩和させる施策と、現在より小さい人口規模でも多様性に富んだ活力のある
八頭町を構築する取り組みを、時を同じくして進めることです。
　令和７年度を始期とする「第３次八頭町総合計画」、「第３期八頭町総合戦略」をもとに、
人口減少対策と地方創生の取り組みを、産・官・学・金・労・言など、各界各層と一体となっ
て進めてまいります。そして、人口減少問題の鍵を握る若者や女性の声を聴き、若者・女性
に選ばれる魅力ある地域社会の構築に取り組んでまいります。さらには、この問題を町民一
人ひとりが「自分事」として捉え、行動することが、次世代へつなぐ持続可能な八頭町を築
く新たなる第一歩となります。令和７年度を、八頭の地に息づく力を結集し、新たなまちづ
くりの再起動「八頭町版地方創生２. ０」のスタートの年にしたいと考えております。
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②
や
す
ら
ぎ
と
い
き
が
い
の
あ
る

　
　ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
）

〇
健
康
づ
く
り
の
推
進

　「
健
康
や
ず
21
（
第
３
次
）」
計
画
、「
食

育
推
進
計
画
」、「
い
の
ち
を
支
え
る
自
死

対
策
計
画
」
の
着
実
な
推
進
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
」
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
休
日
検
診
、出
前
巡
回
検
診
、

医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
の
な
ど
、
受
診

し
や
す
い
体
制
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
本
年
度
よ
り
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。さ
ら
に
、

歯
周
病
検
診
を
拡
充
し
、
口
腔
疾
患
の
予

防
及
び
早
期
発
見
に
努
め
、
フ
レ
イ
ル
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

〇
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　
独
居
高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
高
齢
者
等
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
高
齢

者
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

充
実
を
図
り
ま
す
。障
が
い
者
福
祉
で
は
、

専
門
的
相
談
体
制
の
整
備
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
所
の
充
実
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
等
に
よ
る
日
常
生
活
の
援
助
・
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
・
芸
術
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会
参
加
を
促

進
し
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援

事
業
に
よ
る
就
労
機
会
の
拡
充
に
取
り
組

み
ま
す
。

〇
地
域
福
祉
の
推
進

　
③
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
体
制
整
備
、

重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
地
域

福
祉
推
進
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
み

ん
な
で
支
え
合
い
　
誰
も
が
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
と
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
未
設
置
地
区

の
設
立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
複
雑
、

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
人
や
世
帯
に
対

す
る
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

〇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
複
合
的
な

課
題
に
総
合
的
に
対
応
す
る
「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
保
育
所

の
完
全
給
食
と
給
食
実
費
の
無
償
化
、
出

産
祝
い
金
、
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
助
成
、

学
校
給
食
の
保
護
者
負
担
の
定
額
化
、
大

学
等
入
学
時
の
準
備
金
支
給
事
業
等
を
引

き
続
き
実
施
し
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の

入
学
時
の
祝
い
金
の
増
額
な
ど
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
・
不
育
治
療
へ
の

助
成
、母
子
健
康
管
理
ア
プ
リ「
や
ず
ぴ
ょ

ん
タ
ッ
チ
」
の
活
用
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

の
産
後
ケ
ア
事
業
の
新
設
、
１
か
月
児
健

康
診
査
の
公
費
負
担
導
入
な
ど
、
出
産
、

子
育
て
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

安
心
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り

�

（
交
通
、
防
災
）

〇
地
域
情
報
化
の
促
進

　
と
っ
と
り
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
等
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
等
の
拡
大
に

よ
る
迅
速
で
、
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
基
幹
系
業

務
シ
ス
テ
ム
の
国
の
標
準
仕
様
に
適
合
す

る
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
な
移
行
を
進
め
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
業
務
の
自
動
化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

よ
る
業
務
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

暮
ら
し
の
分
野
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
理

解
と
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

〇
道
路
・
交
通
環
境
の
充
実

　
道
路
や
橋
り
ょ
う
整
備
は
、
危
険
度
・

緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
維
持
、
修
繕
、

改
良
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
国
道
・

県
道
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
改
良
や
渋

滞
緩
和
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
引
き

続
き
、
国
・
県
等
の
関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
ま
す
。
若
桜
鉄
道
、
町
営
や
ず
バ
ス

は
、
運
行
時
間
、
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
な
ど
を

考
慮
し
、
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
高

校
生
の
通
学
定
期
購
入
助
成
、
公
共
交
通

を
補
完
す
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成
を
行

い
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
マ
ン
ド
運
行
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

〇
定
住
環
境
の
整
備

　
新
築
住
宅
取
得
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
負
担
軽
減
と
合
わ
せ
、
住
宅
の
新
築
又

は
購
入
の
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
民
間
事
業
者
の
宅

地
造
成
支
援
、
空
き
家
の
有
効
活
用
等
に

よ
る
計
画
的
な
住
宅
の
供
給
を
進
め
ま

す
。
公
営
住
宅
は
、「
国
中
１
区
団
地
」

の
長
寿
命
化
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

新
た
な
町
営
住
宅
建
設
に
向
け
た
用
地
調

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
都

市
構
造
を
構
築
す
る
包
括
的
な
計
画
で
あ

る
「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策
定
に
向
け

た
基
礎
調
査
に
着
手
し
ま
す
。
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